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1. ウェアラブルとは

　カナダの英文学者，マーシャル・マクルーハンは，メ
ディアとは，私たちの身体，精神，存在そのもののあらゆ
る「拡張」(extension)を意味するものであるとし，「自転車
や自動車は人間の足の拡張であり，服は皮膚の拡張であ
り，住居は体温機能メカニズムの拡張であり，コンピュー
タは私たちの中枢組織の拡張である」と定義した 1)。
　そこで，筆者らは身体を中心に私達の生活に使われてい
るあらゆるメディア（機材）の分布を図 1のように描いて

みた。埋め込み型→密着型→携帯型→据置型→設備型へと
拡張していく身の回りの機器を，一つの同心円に表す。こ
こで円周方向には，従来の情報を持ち歩くことに便利な
「情報ウェアラブル」とともに，環境を持ち歩くことができ
る「環境ウェアラブル」の 2つがあると考えた。
　情報ウェアラブルは，身体における頭脳，目，耳，口，
鼻などの五感に対応している。これに対して，環境ウェア
ラブルは主に皮膚からの拡張であり，足や手の拡張でもあ
る。
　この情報ウェアラブルのなかでも，人体密着型ウェアラ
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図 1.　ウェアラブルの位置づけ 3)


